
最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
―

1
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

一
、
紹
介
方
法
及
び
凡
例

「
死
刑
無
期
刑
刑
事
事
件
判
決
集
死
刑
編
」
刑
事
裁
判
資
料
（
刑
資
）
五
六
号
上
巻
に
掲
載
さ
れ
た
死
刑
判
決
の
う
ち
、
最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
〇

年
代
中
葉

（
一
九
五

0
年
前
後
）
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

刑
資
五
六
号
上
巻
二
頁
に
よ
れ
ば
、
「
本
資
料
に
は
報
告
の
あ
っ
た
該
当
事
件
を
全
部
収
録
し
た
考
え
で
あ
る
が
、
あ
る
い
わ
中
に
は
収
録
の
洩
れ
た

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
を
払
拭
で
き
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
0
年
代
中
葉
の
死
刑
選
択
基
準
を

分
析
す
る
上
で
ま
と
ま
っ
た
資
料
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
に
依
拠
し
た
。

(1
)
 

紹
介
方
法
及
び
凡
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
一
覧
と
同
様
と
し
た
。
被
殺
者
数
三
名
以
上
の
事
案
、
被
殺
者
数
二
名
、
被
殺
者
数
一
名
の
事
案
に

分
け
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
被
殺
者
数
二
名
及
び
被
殺
者
数
一
名
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
死
刑
選
択
基
準
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
た

事
案
の
概
要
は
、
確
定
し
た
判
決
の
判
決
文
に
よ
っ
た
。
審
級
間
で
量
刑
が
異
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
、
審
級
ご
と
に
判
示
さ
れ
た

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

た
め
、
犯
行
の
目
的
別
に
分
類
し
た
。

〔
資
料
〕

永

一
五 田

（一

八
七
二）

憲
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【

3
I
m
2
0
S
I
l
-

弟。

【
被
殺
者
数
ー
m
2
0
s
I
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
お
け
る
同

一
被
殺
者
数
・
同

一
類
型
中
の
判
決
順
】

二
、
被
殺
者
三
名
以
上
の
事
案

た
り
し
て
殺
害
し
た
。

（一

八
七

一）

一
か
月

最
判
昭
二
四
年
八
月
一
八
日
裁
判
集
刑
一

三
号
ニ
―

七
頁
（
大
阪
高
判
昭
二
三
年
―

二
月
六
日
刑
資
五
六
号
上
巻
八
六
六
頁
参
照
）

亡
母
が
兄
夫
婦
か
ら
虐
待
さ
れ
死
亡
し
た
と
考
え
る
等
の
復
嘗
の
念
か
ら
、
兄
夫
婦
及
び
そ
の
六
名
の
子
を
手
斧
で
斬
り
付
け
た
り
、
両
手
で
絞
め

最
判
昭
二
四
年
四
月
三

0
日
公
刊
物
未
登
載

（仙
台
高
判
昭
二
三
年
―

二
月
―
一
日
刑
資
五
六
号
上
巻
六
七

0
頁
参
照
）

被
告
人
三
名
。
白
米
買
入
れ
の
依
頼
主
、
同
居
し
て
い
た
そ
の
元
妻
、
両
名
の
子
ど
も
二
人
を
ヒ
首
で
刺
殺
、
金
品
を
強
取
。
頸
部
を
刺
す
こ
と
等

の
詳
細
な
計
画
を
謀
議
決
定
、
落
下
傘
用
絹
紐
や
ヒ
首
を
準
備
。
共
犯
、
主
犯
格
が
共
犯
の
二
名
に
犯
行
を
提
案
し
三
名
を
刺
殺
、
共
犯
者
二
名
は
兄

【

4
I
m
2
0
S
I
l
-

【

8
_
m
2
0
s
_
1】

最
判
昭
三

―
一
年
七
月
二
九
日
裁
判
集
刑
三
号
四

0
五
頁
（
東
京
高
判
昭
二
二
年

―
一
月
―
一
日
刑
資
五
六
号
上
巻

一
五
二
頁
参
照
）

叔
母
及
び
祖
母
か
ら
復
員
後
定
職
に
就
か
ず
に
賭
博
等
に
耽
っ
て
い
る
こ
と
を
咎
め
ら
れ
、
夕
食
や
宿
泊
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
恨
ん
で
、

L
i
~無
期
懲
役
で
服
役
後
、
仮
出
獄
中
の
犯
行

J
•

犯
行
当
時
少
年

m
2
0
S
~昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
お
け
る
判
決

《
凡
例
〉

量
刑
事
情
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

関
法
第
六
五
巻
五
号

一
六



後
、
叔
母
宅
に
あ
っ
た
槃
打
槌
で
叔
母
、
祖
母
、
女
中
を
強
打
し
て
殺
害
、
衣
類
等
を
強
取
。
叔
母
と
祖
母
に
つ
い
て
は
殺
害
の
計
画
性
。

不
倫
相
手
の
女
性
か
ら
、
近
く
夫
が
復
員
す
る
た
め
関
係
を
清
算
し
た
い
と
主
張
さ
れ
、
そ
つ
け
な
い
態
度
を
と
ら
れ
た
こ
と
に
嫉
妬
と
憤
慨
の
念

を
抱
き
、
同
女
宅
の
薪
割
用
態
で
同
女
と
そ
の
子
二
名
の
頭
部
顔
面
を
乱
打
し
て
殺
害
。
強
盗
の
犯
行
に
見
せ
か
け
る
べ
く
、
室
内
を
掻
き
乱
し
て
金

被
告
人
三
名
。

一
七

最
大
判
昭
二
三
年
―

二
月
二
七
日
刑
集
二
巻
一
四
号
一
九
四
四
頁
（
東
京
高
判
昭
二
三
年
三
月
一
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
八

0
四
頁

最
判
昭
二
四
年
三
月

一
九
日
公
刊
物
未
登
載

（名
古
屋
高
判
昭
二
二
年
―
一
月

一
七
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四

0
0頁
参
照
）

一
人
目
の
被
告
人
が
闇
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
青
酸
ソ
ー
ダ
で
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
被
告
人
三
名
で
高
齢
女
性
を
絞
殺
、
金
品
強
取
。

人
目
の
被
告
人
と
二
人
目
の
被
告
人
は
、

三
人
の
共
犯
者
と
と
も
に
共
犯
者
の
知
人
宅
に
強
盗
に
入
っ
て
金
品
を
強
取
、
立
ち
去
っ
た
後
で
飲
用
し
て

死
に
至
ら
し
め
よ
う
と
薬
缶
の
お
茶
の
中
に
青
酸
ソ
ー
ダ
を
入
れ
、
情
を
知
ら
な
い
被
害
者
に
飲
用
さ
せ
て
殺
害。

共
犯
、
共
犯
者
は
他
に
二
名
が
無

最
判
昭
二
四
年
六
月
三
0
日
公
刊
物
未
登
載

（札
幌
高
判
昭
二
三
年

―一

月
二
二

日
刑
資
五
六
号
上
巻
九
五

0
頁
参
照
）

賃
金
を
賭
博
の
借
金
返
済
に
再
び
費
消
し
た
こ
と
か
ら
、
妻
と
の
婚
姻
及
び
そ
の
両
親
と
の
養
子
縁
組
が
破
綻
す
る
こ
と
を
恐
れ
、

い
っ
た
ん
は
服

毒
自
殺
を
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
妻
が
そ
の
父
親
の
乱
暴
狼
藉
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
自
宅
の
銀
で
妻
の
両
親
及
び
妻
を
強
打
し

最
判
昭
二
四
年
七
月
五
日
公
刊
物
未
登
載

（広
島
高
判
昭
二
四
年
三
月

一
0
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四
五
六
頁
参
照
）

畜
牛
を
窃
取
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
叫
ば
れ
た
た
め
、
畜
牛
を
強
取
し
よ
う
と
、
女
性
、
そ
の
母
、
そ
の
子
を
そ
の
場
に
あ
っ
た
木
割
用
斧
で
殴
打

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

【

3
_
m
2
0
Sー

5
】

て
殺
害。

妻
の
父
親
の
殺
害
に
つ
い
て
計
画
性
。

【

3
_
m
2
0
s
_
4】

期
懲
役
、

一
名
が
懲
役

一
五
年
。

一
人
目
の
被
告
人
は
恵
ま
れ
な
い
環
境
で
生
育
。

_
3
I
m
2
0
s
_
3】

品
を
窃
取
。

参
照
）

【

3
I
m
2
0
s
_
2】
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死
体
遺
棄
を
指
示
、
共
犯
者
は
二
名
が
懲
役
一
年
、

召
＂）
B" 

【

2
c
_
m
2
0
s
_
1】

(cl 
な
し
。

(b) 

な
し
。

(a) 

し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
し
、
罪
証
隠
滅
の
た
め
に
被
害
者
宅
に
放
火
し
て
全
焼
さ
せ
た
。
他
に
窃
盗
。
妻
子
が
あ
る
こ
と
が
同
棲
相
手
に
露
見
し
て

最
判
昭
二
五
年
二
月
三
日
公
刊
物
未
登
載

（東
京
高
判
昭
二
四
年
九
月
二
二
日
刑
資
五
六
号
上
巻

一
0
二
頁
参
照
）

金
銭
を
目
的
に
自
ら
を
欺
こ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
、
知
り
合
っ
た
女
性
三
名
を
相
次
い
で
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
う
ち
二
名
に
つ
い
て
は
、
山
林

や
竹
林
へ
殺
害
の
た
め
に
誘
い
出
す
計
画
性
。
徴
用
中
の
無
断
離
職
で
国
家
総
動
員
法
違
反
の
前
科
。

身
代
金
目
的

保
険
金
目
的

三
、
被
殺
者
二
名
の
事
案

そ
の
他
の
利
欲
目
的最

判
昭
二
三
年
七
月

一
四
日
裁
判
集
刑
三
号
―

二
五
頁

（広
島
高
判
昭
二
二
年

―一

月
二
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四
八
四
頁
参

船
上
で

一
名
を
拳
銃
で
射
殺
、
別
の
一
名
に
銃
弾
を
命
中
さ
せ
た
上
で
頭
部
を
金
槌
で
乱
打
し
て
殺
害
、
金
員
を
強
取
。
錨
と
鉄
棒
を
重
り
と
し
て

海
中
に
死
体
を
遺
棄
。
他
に
強
盗
、
恐
喝
。
強
盗
に
つ
い
て
拳
銃
を
準
備
す
る
等
の
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
を
誘
引
、
拳
銃
発
射
を
い
ず
れ
も
実
行
、

【

3
_
m
2
0
s
_
6】

慰
謝
料
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
窮
し
て
の
犯
行
。

関
法
第
六
五
巻
五
号

一
名
が
懲
役

一
0
月
。
自
動
車
取
締
令
違
反
に
よ
る
罰
金
前
科
。

八

（一

八
六
九
）



一
九

（
一
八
六
八
）

最
判
昭
二
三
年
九
月
四
日
公
刊
物
未
登
載
（
大
阪
高
判
昭
二
三
年
三
月
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
二
八
八
頁
参
照
）

借
財
を
申
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
路
上
で
知
人
女
性
の
頭
部
を
近
く
に
あ
っ
た
鉄
棒
で
殴
打
し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
犯
行
発
覚
を
防
ぐ
た
め
、

同
女
の
留
守
番
を
し
て
い
た
女
性
を
連
れ
出
し
て
同
様
に
殺
害
。
知
人
女
性
の
殺
害
に
つ
い
て
、
人
気
の
な
い
と
こ
ろ
に
連
れ
出
す
計
画
性
。

最
判
昭
二
三
年
一

0
月
ニ

―
日
刑
集
二
巻
―
一
号
一
三
六
六
頁
（
福
岡
高
判
昭
二
三
年
一
月
二
七
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
一
八
頁

物
色
中
に
誰
何
さ
れ
た
た
め
被
害
者
夫
婦
を
所
携
の
手
斧
で
斬
り
付
け
、
所
携
の
短
刀
で
刺
突
し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
強
盗
に
つ
い
て
、
手
斧

と
短
刀
を
準
備
す
る
計
画
性
。

最
判
昭
三

二
年
―

二
月
一
六
日
裁
判
集
刑
六
号
二
八

一
頁
（
福
岡
高
判
昭
三

二
年
五
月
八
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五

0
二
頁
参
照
）

強
盗
の
被
害
者
宅
に
再
度
侵
入
し
た
と
こ
ろ
、
発
見
さ
れ
て
立
ち
向
か
わ
れ
た
た
め
、
被
害
者
を
布
団
と
細
紐
で
縛
っ
た
上
で
金
槌
で
殴
打
し
殺
害
、

そ
の
妻
を
梶
棒
で
強
打
し
た
上
で
猿
轡
を
か
ま
せ
る
等
し
て
窒
息
さ
せ
て
殺
害
、
財
物
を
強
取
。
他
に
強
盗
強
姦
、
住
居
侵
入
。
共
犯
、
殴
打
等
は
被

告
人
が
実
行
。
窃
盗
の
前
科
三
回
、
服
役
中
の
逃
走
歴
あ
り
。
幼
い
頃
に
母
と
死
別
、
父
が
行
方
を
く
ら
ま
す
。

最
判
昭
二
四
年
二
月
八
日
公
刊
物
未
登
載

（高
松
高
判
昭
二
三
年
九
月
二
八
日
刑
資
五
六
号
上
巻
七
四
四
頁
参
照
）

母
の
妹
の
内
縁
の
夫
宅
で
欅
の
丸
太
で
内
縁
の
夫
と
そ
の
長
女
を
乱
打
し
て
殺
害
、
母
の
妹
と
そ
の
長
男
に
治
療
日
数
が
予
測
で
き
な
い
瀕
死
の
重

傷
を
与
え
、
金
品
を
強
取
。
も
と
も
と
窃
盗
の
計
画
性
。
屠
場
法
違
反
の
前
科
。

最
判
昭
二
四
年
二
月
二
二
日
公
刊
物
未
登
載
（
大
阪
高
判
昭
二
三
年
七
月
六
日
刑
資
五
六
号
上
巻
二
四
六
頁
参
照
）

金
銭
の
援
助
を
得
て
い
た
元
部
下
の
母
を
両
手
で
絞
殺
、
そ
の
子
を
所
携
の
革
帯
で
絞
殺
、
元
部
下
夫
婦
を
同
宅
に
あ
っ
た
手
斧
で
斬
り
付
け
、
頭

部
切
創
等
の
傷
害
を
与
え
る
強
盗
殺
人
未
遂
。
元
部
下
一
家
全
員
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
計
画
性
。

【

2
C
l
m
2
0
s
_
6】

【

2
C
I
m
2
0
s
,
5】

【

2
c
_
m
2
0
S
I
4】

参
照
）

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

【

2
C
I
m
2
0
S
I
3】

【

2
C
I
m
2
0
s
,
2】



【

2
C
I
m
2
0
S
1
1
1】

戦
時
窃
盗
の
前
科
。

最
判
昭
二
四
年
二
月
二
四
日
公
刊
物
未
登
載
（
東
京
高
判
昭
二
三
年
六
月
七
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四
八
頁
参
照
）

(
J
 

侵
入
窃
盗
の
物
色
中
に
家
人
女
性
に
気
付
か
れ
た
た
め
、
被
害
者
宅
に
あ
っ
た
斧
で
頭
部
に
打
撃
を
加
え
て
殺
害
。
同
女
の
夫
の
顔
面
に
打
撃
を
加

え
、
呻
き
声
が
や
ま
な
い
た
め
頭
部
に
も
打
撃
を
加
え
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
共
犯
、
共
犯
者
を
窃
盗
の
事
情
を
明
か
さ
ず
に
連
れ
出
す
。
他
に
住

居
侵
入
、
窃
盗
゜

い
ず
れ
も
、
復
員
後
に
浮
浪
生
活
を
し
て
金
銭
に
窮
し
て
い
た
中
で
の
犯
行
。

最
判
昭
二
四
年
三
月
三
日
裁
判
集
刑
八
号
六
一
頁
（
仙
台
高
判
昭
二
三
年
九
月
七
日
刑
資
五
六
号
上
巻
六
四
四
頁
参
照
）

博
労
を
そ
の
場
に
あ
っ
た
手
拭
で
絞
殺
、
同
人
の
内
縁
の
妻
を
そ
の
場
に
あ
っ
た
タ
オ
ル
で
絞
殺
、
金
品
を
強
取
。
強
盗
に
つ
い
て
計
画
性
。
共
犯
、

強
盗
を
提
案
、
現
場
で
強
殺
を
提
案
、
博
労
の
殺
害
を
実
行
。
犯
行
当
時

一
九
歳
五
か
月
。

最
判
昭
二
四
年
四
月
九
日
公
刊
物
未
登
載
（
福
岡
高
判
昭
二
三
年
三
月
三

0
日
刑
資
五
六
号
上
巻
六

0
六
頁
参
照
）

人
気
の
な
い
道
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
誘
き
出
し
て
拳
銃
で
射
殺
、
小
切
手
等
を
強
取
。
金
員
を
貸
し
た
相
手
方
が
一
部
返
済
の
た
め
に
振
り
出
し
た
小

切
手
を
紛
失
し
た
こ
と
を
取
立
て
の
協
力
者
に
難
詰
さ
れ
た
た
め
、
拳
銃
で
射
殺
。
私
文
書
偽
造
、
同
行
使
、
公
正
証
書
原
本
不
実
記
載
、
同
行
使
、

最
判
昭
二
四
年
五
月
二
八
日
刑
集
三
巻
六
号
八
七
三
頁
（
大
阪
高
判
昭
二
三
年
―

二
月
九
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
三

0
頁
参
照
）

農
家
に
押
入
っ
た
も
の
の
、
同
家
の
父
母
が
騒
ぐ
な
ど
し
た
た
め
逃
走
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
長
男
及
び
次
男
に
追
跡
さ
れ
逮
捕
さ
れ
そ
う
に
な

り
、
日
本
刀
で
刺
突
し
て
殺
害
。
仮
出
獄
中
の
犯
行
。
他
に
強
盗
傷
人
、
強
盗
。
凶
器
を
準
備
す
る
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
に
誘
引
さ
れ
る
。
窃
盗
、

【

2
c
_
m
2
0
S
1
1
0】

詐
欺
の
前
科
。

【

2
c
_
m
2
0
s
_
9】

3
_
3
)
 

【

2
C
I
m
2
0
s
,
8】

【

2
c
_
m
2
0
s
_
7】

最
判
昭
二
四
年
五
月
三
一
日
公
刊
物
未
登
載
（
福
岡
高
判
昭
二

二
年
―
一
月
一
三
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
八
六
頁
参
照
）

関

法

第

六

五

巻

五

号

二
0

（
一
八
六
七
）

(
J
 



【

2
c
_
m
2
0
S
1
1
4】

【

2
c
_
m
2
0
S
1
1
3】

【

2
C
I
m
2
0
s
_
1
2】

一
名
を
窒
息
死
さ
せ
、

し
て
借
財
に
苦
し
ん
だ
上
の
犯
行
。

罹
患
し
て
治
療
費
捻
出
に
苦
し
む
。
犯
行
当
時
一
八
歳
一

0
か
月
。

（
一
八
六
六
）

高
齢
の
夫
婦
を
薪
割
用
斧
で
斬
り
付
け
て
殺
害
、
財
物
を
強
取
。
薪
割
用
斧
を
準
備
す
る
計
画
性
。
生
来
粗
暴
、
家
業
精
励
せ
ず
、
盗
癖
、
淋
病
に

最
判
昭
二
四
年
六
月
四
日
裁
判
集
刑
―

一
号
五
七
頁

（大
阪
高
判
昭
二
三
年

―
一
月
九
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
五
六
頁
参
照
）

被
告
人
二
名
。
隠
退
蔵
物
資
の
売
却
を
口
実
に
山
道
に
誘
き
寄
せ
、

一
名
を
所
携
の
金
槌
で
強
打
し
て
殺
害
、

紐
で
頸
部
を
強
据
し
て
殺
害
。
催
眠
剤
で
昏
睡
さ
せ
た
上
で
心
臓
に
針
を
打
ち
込
ん
で
殺
害
し
よ
う
と
催
眠
剤
と
木
綿
針
を
購
入
し
た
も
の
の
、
飲
酒

に
よ
り
熟
睡
し
て
い
た
た
め
、
殺
害
さ
れ
た
被
害
者
の
金
品
を
強
取
。
金
主
の
物
色
、
殺
害
地
点
の
下
検
分
、
金
槌
釘
と
麻
紐
の
用
意
等
の
計
画
性
。

共
犯
、
金
槌
で
強
打
し
た
の
は
被
害
者
二
名
と
も
に
一
人
目
の
被
告
人
、
麻
紐
で
の
強
捉
は
被
告
人
二
名
の
共
同
。
リ
ン
ゴ
の
仕
入
れ
に
失
敗
す
る
等

最
判
昭
二
四
年
六
月
四
日
裁
判
集
刑
―

一
号
六
五
頁

（仙
台
高
判
昭
二
三
年

―一

月
一
六
日
刑
資
五
六
号
上
巻
七

0
0頁
参
照
）

土
地
に
つ
い
て
係
争
中
で
あ
っ
た
住
居
に
侵
入
し
て
米
を
窃
取
し
た
際
に
逮
捕
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
家
人
の
姉
妹
を
所
携
の
鉄
で
殴
打
し
た

上
で
所
携
の
短
刀
で
刺
殺
。
発
見
さ
れ
た
場
合
は
殺
害
す
る
意
図
で
銀
と
短
刀
等
を
準
備
す
る
計
画
性
。

れ
、
財
物
を
強
取
、

最
判
昭
二
四
年
六
月
四
日
裁
判
集
刑

―一

号
一

〇
七
頁
（
福
岡
高
判
昭
二
三
年
九
月
ニ

―
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
五

0
頁
参
照
）

革
製
バ
ン
ド
の
先
端
を
金
具
に
通
し
て
輪
型
に
し
た
も
の
を
た
ま
た
ま
行
き
会
っ
た
被
害
者
の
首
に
か
け
て
仮
死
状
態
に
し
、
財
物
を
強
取
し
て
満

潮
時
に
水
中
に
覆
没
さ
せ
溺
死
さ
せ
た
。
共
犯
者
と
と
も
に
高
齢
女
性
二
人
暮
ら
し
の
家
に
忍
び
込
み
、
誰
何
さ
れ
た
た
め
二
人
を
縛
っ
て
長
持
に
入

一
名
に
つ
い
て
重
傷
を
負
わ
せ
る
。
窃
盗
に
つ
い
て
計
画
性
、
発
見
さ
れ
れ
ば
長
持
に
入
れ
て
強
取
す
る

こ
と
を
計
画
、
相
談
、
紐
を
準
備
。
共
犯
、
共
犯
者
は
控
訴
審
で
無
期
懲
役
が
確
定
。

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

2
I
4
)
 

一
名
を
所
携
の
金
槌
で
強
打
し
て
麻



一
名
の
被
告
人
は
他
に
二
件
の
窃
盗
゜

最
判
昭
二
四
年
七
月

一
三
日
刑
集
三
巻
七
号
一
三

0
四
頁
（
広
島
高
判
昭
二
三
年
六
月
二
九
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四
六
六
頁

被
告
人
二
名
。
柑
橘
出
荷
組
合
の
幹
部
二
名
を
山
中
に
誘
い
込
ん
で
、

一
名
に
短
小
銃
を
命
中
さ
せ
た
上
、
ヒ
首
で
腹
部
を
刺
突
し
殺
害
、
別
の

一

名
を
短
小
銃
の
銃
身
で
頭
部
を
乱
打
、
小
刀
で
刺
突
し
殺
害
、
金
員
を
強
取
。
他
に
強
盗
。
犯
行
場
所
を
検
討
、
短
小
銃
、
小
刀
、
拳
銃
、
と
首
等
を

最
判
昭
二
五
年
二
月
二
日
裁
判
集
刑
一
六
号
二
九
一
頁

（名
古
屋
高
判
昭
二
四
年
七
月

二
二
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四
三
0
頁

共
犯
者
の
知
人
の
妻
か
ら
金
員
を
強
取
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
騒
が
れ
た
た
め
、
所
携
の
刺
身
包
丁
で
刺
殺
、
同
女
の
母
も
同
様
に
刺
殺
、
財
物
を

強
取
。
他
に
窃
盗
三
件
。
強
盗
に
つ
い
て
共
謀
、
刺
身
包
丁
を
準
備
す
る
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
は
懲
役
七
年
。
無
断
欠
勤
に
よ
る
国
家
総
動
員
法

最
判
昭
二
五
年
四
月

一
八
日
公
刊
物
未
登
載
（
東
京
高
判
昭
二
四
年
九
月
二
二

日
刑
資
五
六
号
上
巻

―
一
六
頁
参
照
）

賭
博
で
金
銭
を
失
っ
た
た
め
、
多
額
の
金
品
を
有
す
る
女
性
宅
に
押
し
入
り
、
手
拭
い
で
絞
頸
、
ヒ
首
や
銃
剣
で
咽
喉
部
を
刺
突
し
て
殺
害
、
金
品

を
強
取
。
共
犯
、
共
犯
者
三
名
を
誘
因
。
犯
行
内
容
を
協
議
決
定
す
る
等
の
計
画
性
。
他
に
銃
砲
等
所
持
禁
止
令
違
反
。

最
判
昭
二
五
年
五
月
九
日
公
刊
物
未
登
載

（東
京
高
判
昭
二
四
年

一
0
月
二
六
日
刑
資
五
六
号
上
巻
六
八
頁
参
照
）

被
告
人
二
名
、
控
訴
を
取
下
げ
て
死
刑
が
確
定
し
た
共
犯
者
が
他
に

一
名
。
青
果
商
を
殺
害
し
て
金
品
を
強
取
し
よ
う
と
、
被
害
者
宅
に
侵
入
し
て

ハ
ン
マ
ー
で
青
果
商
の
子
二
人
を
強
打
し
て
殺
害
、
青
果
商
の
夫
婦
と
そ
の
子

一
人
に
重
傷
を
負
わ
せ
、
金
品
を
強
取
。
凶
器
の
ハ
ン
マ
ー
を
用
意
す

る
等
の
計
画
性
。

【

2
c
_
m
2
0
S
1
1
8】

【

2
Cー

m
2
0
S
1
1
7】

違
反
の
前
科
二
回

（う
ち

一
回
は
執
行
猶
予
）。

参
照
）

【

2
c
_
m
2
0
S
1
1
6】

準
備
す
る
な
ど
計
画
性
高
い
。
共
犯
。

参
照
）

【

2
c
_
m
2
0
S
1
1
5】

関
法
第
六
五
巻
五
号

（
一
八
六
五
）



【

2
C
I
m
2
0
s
,
2
3】

を
誘
引
、
共
犯
者
が
強
盗
殺
人
を
提
案
。
窃
盗
と
詐
欺
の
前
科
。

【

2
c
_
m
2
0
S
1
2
2】

【

2
Cー

m
2
0
Sー

21】

（一

八
六
四
）

最
判
昭
二
五
年
五
月

一
八
日
公
刊
物
未
登
載

（東
京
高
判
昭
二
四
年

―一

月
二
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
ニ
ニ
四
頁
参
照
）

借
財
の
た
め
、
知
人
女
性
を
訪
ね
た
も
の
の
不
在
で
同
女
の
妹
の
勧
め
で
宿
泊
し
た
折
、
金
品
を
強
取
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
同
宅
の
ゲ
ー
ト
ル
で

同
女
の
妹
を
緊
縛
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
子
が
泣
き
や
ま
な
い
た
め
、
同
宅
の
手
拭
い
で
絞
殺
。
犯
行
発
覚
を
防
ぐ
た
め
、
同
宅
の
日
本
刀
で
刺
殺
、
衣

最
判
昭
二
五
年
六
月
二
三
日
裁
判
集
刑

一
八
号
三

0
五
頁
（
大
阪
高
判
昭
二
三
年

ニ―
月
二
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
二
六
二
頁

信
用
組
合
事
務
所
と
誤
信
し
て
町
役
場
に
押
入
り
、
小
使
を
縛
ろ
う
と
威
嚇
の
た
め
処
刑
の
拳
銃
を
発
砲
し
た
と
こ
ろ
逃
げ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
た

め
、
射
殺
。
製
薬
会
社
か
ら
砂
糖
類
を
強
取
し
た
際
、
遭
遇
し
た
警
察
官

一
名
を
所
携
の
拳
銃
で
射
殺
、
別
の

一
名
に
重
傷
を
負
わ
せ
た
強
盗
殺
人
未

遂
。
拘
置
所
か
ら
逃
走
し
よ
う
と
し
た
際
に
看
守
か
ら
入
手
し
た
拳
銃
を
発
射
し
て
別
の
看
守
を
射
殺
し
よ
う
と
し
た
殺
人
未
遂
。
他
に
強
盗
九
件
、

窃
盗
四
件
、
恐
喝
、
加
重
逃
走
未
遂
。
共
犯
、
共
犯
者
は
、
無
期
懲
役
等
。
窃
盗
等
の
三
回
の
前
科
。

最
判
昭
二
五
年
六
月
三
0
日
公
刊
物
未
登
載

（名
古
屋
高
判
昭
二
四
年

一
0
月
二
九
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四

一
八
頁
参
照
）

金
品
物
色
中
に
家
人
に
誰
何
さ
れ
頭
部
を
殴
ら
れ
た
た
め
所
携
の
貝
裂
き
で
高
齢
の
男
女
を
刺
殺
。
他
に
窃
盗
。
保
釈
中
の
犯
行
。
貝
裂
き
を
購
入

す
る
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
は
懲
役
三
年
が
二
名
、
懲
役
二
年
が

一
名
。
窃
盗
の
前
科
。

最
判
昭
二
五
年
七
月
二
八
日
公
刊
物
未
登
載

（福
岡
高
判
昭
二
四
年
六
月
二
七
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
九
六
頁
参
照
）

船
上
で
高
齢
男
性
と
そ
の
内
縁
の
妻
を
行
李
綱
で
絞
殺
、
金
品
を
強
取
、
海
中
に
死
体
遺
棄
。
行
李
綱
を
準
備
す
る
計
画
性
。
共
犯
、
強
盗
の
犯
行

最
判
昭
二
五
年

一
0
月
三
一
日
公
刊
物
未
登
載

（東
京
高
判
昭
二
五
年
二
月

一
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
六
頁
参
照
）

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

参
照
）

【

2
C
I
m
2
0
S
1
2
0】

類
等
を
強
取
。
他
に
横
領
。
次
男
の
療
養
費
で
困
窮
゜

【

2
c
_
m
2
0
S
1
1
9】

三



い

そ

の

他

(£) 

な
し
。

な
し
。

【

2
e
_
m
2
0
s
_
2】

夫
婦
の
殺
害
に
つ
い
て
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
持
参
す
る
計
画
性
。

【

2
e
_
m
2
0
Sー

1
】

い

愛

憎

ほ

か

な
し
。

④

性

的

目

的

情
人
の
事
業
を
支
え
る
姉
の
立
場
を
よ
く
す
る
こ
と
な
ど
を
目
論
ん
で
、
知
人
女
性
に
借
財
を
申
込
ん
だ
も
の
の
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
所
携

の
ハ
ン
マ
ー
で
頭
部
を
乱
打
し
て
殺
害
、
財
布
等
を
強
取
。
帰
宅
し
て
き
た
同
女
の
子
を
同
様
に
殺
害
し
て
衣
類
等
を
強
取
。
他
に
窃
盗
、
こ
の
窃
盗

で
起
訴
さ
れ
て
保
釈
中
の
犯
行
。
強
盗
の
た
め
ハ
ン
マ
ー
を
持
参
す
る
計
画
性
。

拳
銃
奪
取
目
的

最
判
昭
二
四
年
二
月
九
日
刑
集
三
巻
二
号
一
三

0
頁
（
福
岡
高
判
昭
二
二
年

一
月
一
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
九
一
八
頁
参
照
）

弟
夫
婦
の
冷
淡
な
扱
い
に
憤
洒
を
抱
き
、
弟
の
妻
の
兄
宅
で
所
携
の
。
ヒ
ッ
ケ
ル
で
殴
打
し
て
脳
挫
傷
を
負
わ
せ
弟
の
妻
の
兄
と
そ
の
妻
を
殺
害
。
弟

最
判
昭
二
四
年
二
月

一
五
日
公
刊
物
未
登
載
（
大
阪
高
判
昭
二
四
年
二
月

一
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
八
六
頁
参
照
）

就
労
せ
ず
金
遣
い
が
荒
い
と
母
か
ら
難
詰
さ
れ
た
の
は
告
げ
口
さ
れ
た
か
ら
だ
と
逆
恨
み
し
て
、
女
性
宅
に
侵
入
し
て
台
所
に
あ
っ
た
出
刃
包
丁
で

刺
殺
、
同
女
の
子
ど
も
を
そ
の
場
に
あ
っ
た
タ
オ
ル
で
絞
殺
、
財
物
を
強
取
。
犯
行
当
時

一
八
歳
五
か
月
。

関
法
第
六
五
巻
五
号

ニ
四

（一

八
六
三
）

(
J
2
_
2
)
 



取
。
拳
銃
を
準
備
す
る
等
の
計
画
性
。
共
犯
、
犯
行
を
誘
引
。

【

l
C
I
m
2
0
S
I
3】

身
代
金
目
的

保
険
金
目
的

四
、
被
殺
者

一
名
の
事
案

そ
の
他
の
利
欲
目
的

二
五

（一

八
六
二
）

最
判
昭
二
三
年
九
月
七
日
裁
判
集
刑
四
号
五
頁
（
福
岡
高
判
昭
二
二
年
七
月
一
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
六
二
頁
参
照
）

闇
商
売
を
し
て
い
る
者
を
人
気
の
な
い
場
所
に
誘
き
出
し
、
ヒ
首
で
刺
突
、

い
て
相
談
を
重
ね
、
ヒ
首
、

ハ
ン
マ
ー
で
乱
打
し
て
殺
害
、
金
員
を
強
取
。
強
殺
の
手
段
方
法
に
つ

ス
コ
ッ
プ
、
臥
を
準
備
す
る
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
を
誘
引
。

最
判
昭
二
三
年
―
一
月
二
日
裁
判
集
刑
五
号
ニ
―
頁
（
福
岡
高
判
昭
二
三
年
三
月
二
六
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
二
四
頁
参
照
）

漁
船
購
入
の
依
頼
人
を
船
上
で
所
携
の
斧
で
斬
り
付
け
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
、
死
体
遺
棄
。
依
頼
人
の
朋
輩
を
船
上
で
殺
害
し
よ
う
と
し
た
も
の

の
、
未
遂
。
賭
博
の
罰
金
前
科
二
回
。
賭
博
に
よ
る
借
金
の
返
済
に
窮
し
て
の
犯
行
。

古
着
商
を
山
腹
の
道
で
待
ち
伏
せ
、
所
携
の
拳
銃
を
発
射
、
拳
銃
の
銃
把
で
頭
部
を
殴
り
付
け
、
所
携
の
小
刀
で
頸
部
を
切
っ
て
殺
害
、
金
員
を
強

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

【

1
Cー

m
2
0
S
I
2】

_
l
C
I
m
2
0
s
,
1】

(c) (b) (a) 

な
し
。

な
し
。

最
判
昭
二
四
年

一
月
二
五
日
公
刊
物
未
登
載

（大
阪
高
判
昭
二
三
年
七
月
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
七
六
頁
参
照
）



参
照
）

【

1
c
_
m
2
0
S
I
8】

【

l
C
I
m
2
0
S
I
7】

最
判
昭
二
四
年
二
月
八
日
裁
判
集
刑
七
号
一
九
五
頁
（
広
島
高
判
昭
二
三
年
七
月
三
一
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四
九
四
頁
参
照
）

元
下
宿
先
で
高
齢
女
性
を
ア
イ
ロ
ン
用
コ
ー
ド
で
絞
殺
、
金
品
を
強
取
。
窃
盗
の
際
に
発
見
さ
れ
れ
ば
殺
害
す
る
こ
と
を
謀
議
す
る
計
画
性
。
共
犯
、

最
判
昭
二
四
年
三
月
三
日
裁
判
集
刑
八
号
三
五
頁
（
福
岡
高
判
昭
二
三
年
九
月
二
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
三
六
頁
参
照
）

庵
寺
の
高
齢
女
性
を
手
斧
で
斬
り
付
け
、
殺
害
す
る
と
と
も
に
、
金
品
を
強
取
。
窃
盗
の
前
科
四
回
、
仮
出
獄
中
の
犯
行
。

最
判
昭
二
四
年
三
月
二
九
日
裁
判
集
刑
八
号
四

0
九
頁
（
東
京
高
判
昭
二
三
年
五
月
二
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
五
八
頁
参
照
）

借
金
返
済
の
た
め
に
ハ
ム
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
両
手
及
び
細
紐
で
絞
殺
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
等
を
強
取
。
当
初
は
睡
眠
薬
を
用
い
た
昏
睡
強
盗
を
計
画
。
共

犯
、
共
犯
者
二
名
を
誘
引
、
共
犯
者
は
被
告
人
の
債
権
者
で
強
盗
に
よ
り
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
と
し
て
関
与
、
実
行
行
為
も
担
い
、
無
期
懲
役
。
復
員

後
、
闇
屋
と
し
て
う
ま
く
い
か
ず
、
金
遣
い
が
荒
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
借
金
を
し
、
返
済
に
窮
し
た
上
の
犯
行
。

金
銭
に
困
っ
て
誘
い
出
し
た
被
害
者
を
路
上
で
金
槌
で
強
打
し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
、
馬
鈴
薯
畑
に
死
体
遺
棄
。
当
初
は
砂
糖
を
売
却
す
る
と
し

て
金
員
を
詐
取
す
る
こ
と
を
企
図
。
金
槌
を
用
意
す
る
等
の
計
画
性
。
窃
盗
の
前
科
。

結
婚
の
費
用
を
工
面
す
る
の
に
腐
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
見
か
け
た
女
性
か
ら
人
気
の
な
い
松
林
で
金
品
を
強
取
、
そ
の
後
、
同
女
の
畏

怖
に
乗
じ
て
強
姦
、
同
女
の
襟
巻
や
細
紐
で
絞
殺
。
強
盗
殺
人
未
遂
の
前
科
。

【

1
c
_
m
2
0
S
I
6】

【

l
C
_
m
2
0
s
_
5】

最
判
昭
二
四
年
四
月
二
日
裁
判
集
刑
九
号
一
頁
（
東
京
高
判
昭
二
三
年
三
月

二
二
日
刑
資
五
六
号
上
巻
八

0
頁
参
照
）

最
判
昭
二
四
年
四
月
二
三
日
刑
集
三
巻
五
号
六
三

二
頁

（東
京
高
判
昭
二
三
年
一

0
月
ニ―

日
刑
資
五
六
号
上
巻
一
四
二
頁

共
犯
者
は
無
期
懲
役
が
控
訴
審
で
確
定
。

_
l
C
l
m
2
0
S
I
4
-

関
法
第
六
五
巻
五
号

二
六

（
一
八
六
一
）



の
犯
行
。

参
照
）

【

1
c
_
m
2
0
s
_
1
3】

凶
器
を
準
備
す
る
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
を
勧
誘
。
他
に
強
盗
傷
人
、
窃
盗
。
殺
人
予
備
の
前
科
。

打
し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
薪
割
を
事
前
に
購
入
す
る
等
の
計
画
性
。

二
七

（一

八
六

0
)

最
判
昭
二
四
年
四
月
二
六
日
公
刊
物
未
登
載
（
大
阪
高
判
昭
二
三
年
一

0
月
二
七
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
二
四
頁
参
照
）

自
転
車
で
た
ま
た
ま
通
行
し
た
五

0
歳
代
男
性
を
転
倒
さ
せ
、
所
携
の
唐
鍬
で
頭
部
を
強
打
し
、
こ
れ
に
よ
る
気
胸
に
よ
り
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
た
。

最
判
昭
二
四
年
五
月
七
日
刑
集
三
巻
六
号
六
九
九
頁
（
大
阪
高
判
昭
二
二
年

―二
月
二
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
二
五
六
頁
参
照
）

か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
釦
貿
易
商
の

一
家
が
不
在
の
う
ち
に
米
を
盗
み
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
同
人
の
子
が
留
守
番
を
し
て
い
た
た
め
、
同
人
宅

の
手
斧
で
同
人
の
子
の
頭
部
を
斬
り
付
け
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
勤
務
中
の
横
領
で
解
雇
さ
れ
た
後
に
再
度
雇
用
さ
れ
た
経
験
あ
り
。
二
度
目
の
雇

最
判
昭
二
四
年
六
月
七
日
刑
集
三
巻
七
号
九
五
三
頁
（
東
京
高
判
昭
二
四
年
三
月
一
日
刑
資
五
六
号
上
巻
ニ―

六
頁
参
照
）

闇
屋
を
す
る
中
で
知
り
合
っ
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
多
額
の
蓄
財
を
し
て
い
る
と
考
え
、
衣
類
等
を
売
却
す
る
と
偽

っ
て
連
れ
出
し
、
薪
割
で
頭
部
を
強

最
判
昭
二
四
年
六
月
二
八
日
公
刊
物
未
登
載

（仙
台
高
判
昭
二
二
年
六
月
二
八
日
刑
資
五
六
号
上
巻
六
二
八
頁
参
照
）

賭
博
で
知
り
合
っ
た
男
性
を
玄
能
で
強
打
し
て
殺
害
、
同
人
宅
付
近
に
あ
っ
た
棒
杭
で
同
人
の
妾
を
強
打
し
て
重
傷
を
負
わ
せ
、
金
品
を
強
取
。
強

盗
の
た
め
に
玄
能
を
準
備
す
る
計
画
性
。
窃
盗
で
執
行
猶
予
の
前
科
、
執
行
猶
予
中
の
犯
行
。

自
宅
を
訪
れ
た
行
庇
女
性
を
唐
鍬
で
殴
打
し
、
藤
製
背
負
い
縄
で
絞
殺
、
金
品
を
強
取
、
自
宅
裏
の
穴
に
死
体
遺
棄
。
賭
博
に
よ
る
借
財
に
窮
し
て

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

【

l
C
_
m
2
0
s
_
1
2】

【

l
C
_
m
2
0
s
,
1
1】

用
の
際
、

最
大
判
昭
二
四
年
六
月
二
九
日
裁
判
集
刑
―
一
号
五
九
一
頁
（
仙
台
高
判
昭
二
三
年
五
月
二
九
日
刑
資
五
六
号
上
巻
六
五
四
頁

ほ
と
ん
ど
給
料
を
も
ら
え
な
か
っ
た
と
し
て
復
誓
の
意
図
も
。

_
l
C
_
m
2
0
S
1
1
0】

【

1
C
l
m
2
0
s
_
9】



【

l
Cー

m
2
0
S
1
1
7
-

り
や
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

（
一
八
五
九
）

最
判
昭
二
四
年
七
月
二
日
裁
判
集
刑
―

二
号
四
九
頁
（
大
阪
高
判
昭
二
四
年

一
月
二
五
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
三
八
頁
参
照
）

一
人
目
の
被
告
人
が
所
携
の
刺
身
包
丁
で
刺
殺
、
二
人
目
の
被
告
人
が
所
携
の
鉄
丸
棒

で
頭
部
を
乱
打
し
て
重
傷
を
負
わ
せ
、
金
品
を
強
取
。
凶
器
の
準
備
、
計
画
の
謀
議
を
重
ね
る
計
画
性
。
共
犯
、
当
初
は
懲
役
一
五
年
と
な
っ
た
共
犯

者
が
手
付
金
の
詐
取
を
提
案
、

二
人
目
の
被
告
人
が
反
対
し
た
と
こ
ろ

一
人
目
の
被
告
人
が
強
殺
を
提
案
、
共
謀
、

二
人
目
の
被
告
人
ら
が
犯
行
を
取

最
判
昭
二
四
年
七
月
―

二
日
刑
集
三
巻
八
号
―

二
四
九
頁
（
名
古
屋
高
判
昭
二
三
年
―

二
月
―
一
日
刑
資
五
六
号
上
巻
四
四
四
頁

強
盗
の
目
的
で
所
携
の
短
刀
で
男
性
を
刺
殺
、
同
人
の
内
縁
の
妻
を
絞
捉
す
る
も
未
遂
。
他
に
強
盗
予
備
。
手
筈
を
謀
議
、
凶
器
を
準
備
す
る
計
画

性
。
共
犯
、
共
犯
者
を
誘
引
、
殺
害
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
共
犯
者
は
懲
役
―

二
年
、
懲
役
一
年
六
月
。
横
領
が
発
覚
し
て
百
貨
店
を
退
職
。

最
判
昭
二
四
年
七
月
一
四
日
裁
判
集
刑

―
二
号
五
八
五
頁
（
大
阪
高
判
昭
二
四
年
二
月
二
三
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
六
八
頁

金
銭
を
詐
取
し
よ
う
と
往
訪
し
た
と
こ
ろ
、
高
齢
女
性
の
み
が
在
宅
し
て
い
た
た
め
、
同
女
を
木
槌
で
強
打
し
て
殺
害
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
孫

を
犯
行
の
発
覚
を
恐
れ
て
木
槌
で
強
打
し
て
小
便
壺
に
投
げ
込
み
重
傷
を
負
わ
せ
、
金
員
を
強
取
。
病
気
の
療
養
費
に
窮
し
て
の
犯
行
。

闇
屋
の
高
齢
女
性
の
頸
部
を
ス
ト
ー
ブ
用
デ
レ
ッ
キ
で
圧
迫
し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
強
盗
に
つ
い
て
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
に
強
盗
殺
人
を

誘
引
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
応
じ
ず
、
強
盗
の
限
度
で
実
行
に
着
手
、
現
場
で
強
盗
殺
人
の
意
思
を
通
じ
、
手
拭
を

一
緒
に
引
っ
張
り
、
さ
ら
に
絞

殺
を
実
行
、
共
犯
者
は
上
告
を
取
下
げ
て
死
刑
確
定
。
幼
少
期
に
両
親
が
死
亡
。

参
照
）

【

1
c
_
m
2
0
S
1
1
6】

参
照
）

【

1
c
_
m
2
0
S
_
1
5】

最
判
昭
二
四
年
七
月
一
四
日
公
刊
物
未
登
載
（
札
幌
高
判
昭
二
四
年
二
月
八
日
刑
資
五
六
号
上
巻
七

――一
頁
参
照
）

一
人
目
の
被
告
人
が
憤
激
し
て
犯
行
を
強
く
推
進
。

被
告
人
二
名
。
桐
油
の
売
却
を
口
実
に
山
道
に
誘
き
寄
せ
、

【

l
Cー

m
2
0
S
_
1
4】

関
法
第
六
五
巻
五
号

ニ
八



【

1
Cー

m
2
0
S
1
2
2】

博
に
従
事
。

二
九

最
判
昭
二
四
年
八
月

一
八
日
刑
集
三
巻
九
号

一
四
七
八
頁

（東
京
高
判
昭
二
三
年
八
月

二
二
日
刑
資
五
六
号
上
巻

一
六
四
頁

葉
煙
草
の
売
買
を
す
る
と
偽
っ
て
呼
出
し
た
台
湾
出
身
者
を
ヒ
首
で
刺
突
し
、
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
殺
害
用
の
ヒ
首
を
研
い
で
準
備
す
る
等
の
計

画
性
。
共
犯
、
主
導
的
、
共
犯
者
を
誘
引
。
未
成
年
の
共
犯
者
は
無
期
懲
役
。
眺
物
牙
保
罪
で
執
行
猶
予
の
前
科
。

最
判
昭
二
四
年

一
0
月
二
七
日
裁
判
集
刑

一
四
号
三
―
―
頁
（
仙
台
高
判
昭
二
四
年
六
月

一
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
六
九
二
頁

雨
宿
り
中
に
一
宿
一
飯
の
世
話
に
な
っ
た
折
に
同
家
に
あ
っ
た
唐
鍬
で
同
家
の
主
人
の
頭
部
を
強
打
し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
仮
釈
放
中
の
犯
行
。

最
判
昭
二
四
年
―
二
月
三
日
裁
判
集
刑

一
五
号
ニ―

頁
（
札
幌
高
判
昭
二
四
年
二
月
一
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
七
三
二
頁
参
照
）

ゴ
ム
長
靴
の
売
却
斡
旋
の
依
頼
人
を
人
気
の
な
い
道
で
絨
で
斬
り
付
け
、
殺
害
、
金
品
を
強
取
。
銀
を
準
備
す
る
計
画
性
。
共
犯
、
共
犯
者
を
誘
引

最
判
昭
二
五
年
五
月
二
0
日
公
刊
物
未
登
載

（東
京
高
判
昭
二
四
年
一

0
月

一
日
刑
資
五
六
号
上
巻
八
八
頁
参
照
）

被
告
人
二
名
。
ガ
ソ
リ
ン
を
譲
渡
す
る
対
価
と
し
て
金
員
を
受
け
取
っ
た
も
の
の
ガ
ソ
リ
ン
を
入
手
す
る
見
込
み
が
な
く
窮
し
た
た
め
ガ
ソ
リ
ン
の

引
渡
し
を
免
れ
る
と
と
も
に
金
員
を
強
取
し
よ
う
と
考
え
、
丸
鉄
棒
で
頭
部
を
強
打
、
頸
部
を
手
拭
様
布
片
の
両
端
を
二
人
で
引
っ
張
っ
て
絞
殺
、
金

員
を
強
取
、
死
体
遺
棄
。
被
害
者
を
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
に
呼
び
出
す
計
画
性
。
共
犯
。
闇
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
そ
の
番
頭
格
と
し
て
闇
取
引
、
金
銭
詐
取
、
賭

一
名
の
被
告
人
は
他
に
六
件
の
詐
欺
。
同
被
告
人
に
は
窃
盗
、
詐
欺
の
四
件
の
前
科
。

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

【

1
c
_
m
2
0
s
_
2
1
-

す
る
も
、
共
同
実
行
は
拒
絶
さ
れ
、
銀
を
借
り
受
け
る
。

【

1
C
I
m
2
0
S
1
2
0】

窃
盗
の
前
科
。
生
後
間
も
な
く
実
父
と
死
別
。

参
照
）

【

l
C
I
m
2
0
S
1
1
9】

参
照
）

【

l
C
I
m
2
0
S
1
1
8】

最
判
昭
二
五
年
九
月
五
日
刑
集
四
巻
九
号
一
六

0
四
頁

（大
阪
高
判
昭
二
三
年
―

一
月
三
0
日
刑
資
五
六
号
上
巻
三
一

六
頁

（一

八
五
八
）



手
拭
で
絞
殺
。
窃
盗
罪
、
殺
人
予
備
罪
、
傷
害
罪
、
殺
人
罪
の
前
科
。

同
棲
中
の
女
性
と
そ
の
子
四
名
を
虐
待
す
る
こ
と
を
反
復
累
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
女
か
ら
の
言
葉
に
憤
激
し
、
同
女
が
身
に
付
け
て
い
た
日
本

参
照
）

【

1
e
_
m
2
0
s
_
1】

最
判
昭
二
四
年
八
月

一
八
日
裁
判
集
刑
一
三
号
二
九
九
頁
（
名
古
屋
高
判
昭
二
三
年
―

二
月
二
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
九

0
四
頁

い

愛

憎

ほ

か

な
し
。

④

性

的

目

的

用
い
て
絞
殺
、
腕
時
計
等
を
強
取
。

【

1
c
_
m
2
0
s
_
2
4】

結
核
性
脳
膜
炎
を
患
う
実
兄
の
た
め
に
密
輸
入
の
ア
メ
リ
カ
製
薬
品
の
代
金
を
入
手
し
よ
う
と
、
銀
行
支
店
の
留
守
番
の
高
齢
女
性
を
所
携
の
ヒ
首

等
で
刺
殺
、
金
品
を
強
取
。
ヒ
首
を
準
備
す
る
等
の
計
画
性
。
共
犯
、
主
導
的
、
共
犯
者
を
誘
引
。
共
犯
者
は
無
期
懲
役
。
窃
盗
の
執
行
猶
予
の
前
科
。

最
判
昭
二
六
年
二
月
二
四
日
公
刊
物
未
登
載
（
東
京
高
判
昭
二
三
年
四
月
二
0
日
刑
資
五
六
号
上
巻
二
六
頁
参
照
）

知
人
宅
で
知
人
の
帰
宅
を
待
つ
間
に
婚
礼
費
用
を
得
よ
う
と
、
知
人
の
妹
を
拳
固
で
強
打
す
る
な
ど
し
て
強
姦
、
洋
裁
用
巻
尺
及
び
モ
ン
ペ
上
衣
を

参
照
）

【

1
c
_
m
2
0
s
_
2
3
-

（
一
八
五
七
）

歯
科
医
宅
に
押
し
入
り
、
共
犯
者
ら
が
同
人
を
緊
縛
し
た
後
に
金
品
を
物
色
中
、
家
人
の
急
報
で
駆
け
付
け
た
警
察
官
と
遭
遇
し
た
た
め
、
所
携
の

最
判
昭
二
五
年
一

0
月
五
日
刑
集
四
巻
一

0
号

一
八
七
五
頁
（
東
京
高
判
昭
二
五
年
二
月
二
0
日
刑
資
五
六
号
上
巻
二
三
六
頁

拳
銃
で
射
殺
。
共
犯
、
拳
銃
で
歯
科
医
の
反
抗
を
抑
圧
し
、
監
視
。

参
照
）

関
法
第
六
五
巻
五
号

三
〇



(
l
)
 

拳
銃
奪
取
目
的

最
判
昭
二
四
年
二
月
二
四
日
裁
判
集
刑
七
号
五
七
五
頁
（
名
古
屋
高
判
昭
二
三
年
五
月

一
九
日
刑
資
五
六
号
上
巻
八
九
四
頁

強
盗
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
警
察
官
か
ら
同
行
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
拳
銃
で
警
察
官
を
射
殺
、
公
務
の
執
行
を
妨
害
。
仮
出
獄
中
の
犯
行
。
他
に

最
判
昭
二
四
年

―
一
月
三

0
日
裁
判
集
刑
一
四
号
八
四
七
頁
（
東
京
高
判
昭
二
三
年
―
一
月
二
九
日
刑
資
五
六
号
上
巻
八
一
六
頁

衣
類
と
交
換
し
た
米
を
所
持
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
警
察
官
か
ら
不
審
訊
問
を
受
け
、
別
件
の
公
務
執
行
妨
害
と
傷
害
が
発
覚
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
逃

走
を
図
っ
た
も
の
の
警
察
官
に
追
い
つ
か
れ
た
た
め
、
所
携
の
抜
身
の
小
刀
で
刺
殺
、
公
務
の
執
行
を
妨
害
。
ほ
か
に
、
同
じ
小
刀
を
利
用
し
た
公
務

執
行
妨
害
と
傷
害
。

最
判
昭
二
四
年
―

二
月
二
二
日
公
刊
物
未
登
載
（
大
阪
高
判
昭
二
四
年
五
月
二
四
日
刑
資
五
六
号
上
巻
八
五
二
頁
参
照
）

強
盗
事
件
に
よ
り
勾
留
中
に
同
房
と
な
っ
た
二
名
の
共
犯
者
と
逃
走
を
図
り
、
看
守
の
頭
部
顔
面
を
所
携
の
革
帯
で
乱
打
し
て
傷
害
を
負
わ
せ
る
殺

人
未
遂
。
共
犯
者
が
看
守
部
長
を
角
棒
で
強
打
し
て
殺
害
。
逃
走
の
た
め
の
方
法
や
役
割
を
共
謀
す
る
計
画
性
。
共
犯
、

二
人
目
の
共
犯
者
を
誘
引
、

逃
走
方
法
も
発
意
、
共
犯
者
は
無
期
懲
役
。
詐
欺
罪
の
前
科
。

参
照
）

参
照
）

拙
稿
「
最
高
裁
に
お
い
て
永
山
事
件
第
一
次
上
告
審
判
決
以
降
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
（
裁
判
集
刑
二
九
二
号
ま
で
）
」
関
西
大
学
法
学

最
高
裁
に
お
い
て
昭
和
二
0
年
代
中
葉
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

【

l
x
_
m
2
0
s
_
3】

【

l
X
I
m
2
0
s
,
2】

強
盗
。
窃
盗
罪
の
前
科
。

【

1
x
_
m
2
0
s
_
l
-

い

そ

の

他

(£) 

な
し
。

（
一
八
五
六
）



＊
 

論
集
五
九
巻
一
号
（
二
0
0
九
）
一

0
九
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二

0
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五

九
巻
六
号
（
二
0
0
九
）
一

0
0
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
ニ

―
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六

0
巻
六

号
（
二
0
1
―
)
五
九
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二

二
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

（付
．
裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
平
成
二
二
年

に
言
渡
さ
れ
た
死
刑
判
決

一
覧
）
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六

一
巻
六
号
（
二
0
―
二
）
一

八
四
頁
以
下
、
同

「最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
三
年
に

確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
（
付
．
裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
平
成
二
三
年
に
言
渡
さ
れ
た
死
刑
判
決
一
覧
）
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
二
巻
六
号

（二

0
一
三
）
一
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
四
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
四
巻

一
号
（
二

0
一
四）

七
五
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
五
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
四
巻
六
号
（
二
0
一
五）

二
九
頁
以

下
。
最
高
裁
に
お
い
て
永
山
事
件
第

一
次
上
告
審
判
決
以
降
平
成
二
0
年
（
二

0
0
八
年
）
末
ま
で
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
を
ま
と
め
た
も
の
と

し
て
、
拙
著
『
死
刑
選
択
基
準
の
研
究
』
（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
0
1
0
)
二
0
三
頁
以
下
。
犯
行
当
時
少
年
の
被
告
人
に
対
す
る
死
刑
判
決

の
一
覧
と
し
て
、
拙
稿
「
最
高
裁
に
お
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
に
犯
行
当
時
少
年
の
被
告
人
に
対
し
て
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧
」
関
西

大
学
法
学
論
集
五
九
巻
二
号
（
二

0
0
九
）
一
四
四
頁
以
下
。

判
例
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
、
関
西
大
学
図
書
館
閲
覧
参
考
課
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を

表
し
ま
す
。

関
法
第
六
五
巻
五
号

戸

（
一
八
五
五
）


